
講演
『武蔵国府の成立と多摩川中流域の古代集落』

江口 桂 氏

『多摩川50景』大栗川合流点付近
（昭和59年撮影）



【本日のプログラム】 ※時間は予定です。

１．開会挨拶 13:00～

［多摩川流域懇談会会長 宮林茂幸氏］

２．館内紹介他 13:05～

［府中市郷土の森博物館館長 小野一之氏］

３．講 演 13:20～

『武蔵国府の成立と多摩川中流域の古代集落』
［江口桂氏］

（休憩） 14:40～14:55

※ご意見ご質問カードのご記入をお願いします

４．質疑応答・意見交換 14:55～

５．閉会挨拶 15:25～

［京浜河川事務所長 船橋昇治氏］

終了後、館内スタッフによる常設展の展示解説を行います。
（15:40～16:20の約40分） 館内の自由見学も可能です。

【江口桂氏プロフィール】
1966年 愛知県に生まれる
1988年 中央大学文学部史学科国史学専攻卒業
1990年 国學院大學大学院文学研究科博士課程前期修了

同年 府中市教育委員会に勤務
現在、府中市文化スポーツ部ふるさと文化財課長
著書に『古代武蔵国府の成立と展開』（同成社古代史選書）がある
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第２回多摩川流域歴史セミナー

武蔵国府の成立と多摩川中流域の古代集落
平成２７(2015）年１月１８日（日）

江口 桂（府中市文化スポーツ部ふるさと文化財課）

古代武蔵国府の復元模型（提供：府中市郷土の森博物館）
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【本日のおはなし】

〔多摩川流域セミナーの趣旨〕
多摩川と人間の関わりの歴史を掘り起こし、「多摩川らしさ」としての地域文化を再発見していきます。

●対象とする時代＝飛鳥時代から奈良時代を中心に、平安時代まで（年表をご覧ください）

本日の話は大きく３つです。
①古代律令国家の成立と国府～国府とは？

〔キーワード〕水陸交通の要衝＆政治・行政・経済・文化の中心＝国の首都
②なぜ、武蔵国の国府が府中市に置かれたのか？

〔キーワード〕？？？？？
③考古学から明らかにできる古代の多摩郡と郷の内実

〔キーワード〕水系から集落のまとまりをとらえる。

〔私の目標〕
古代の武蔵国の国府はいつ、どのように成立し、地域の中での役割をどのように変えていったのか、考古

学の立場から検討することから、武蔵国の政治情勢と民衆の暮らしを復原することです。今日は、特に「国
府の成立」に絞ってお話ししていきます。

さらに、、、

●これまでは、府中市、町田市という行政区分の中での遺跡のあり方が検討されてきた。
＝多摩地域のどこの市でも同じ状況（私も含めて、当たり前のことですが）

しかし、現代の市域を超えた多磨郡の集落と武蔵国府の動向をからめて検討することが重要。

★これからは、多摩地域の古代史全体のなかで、広域的に物事を捉えることが多摩の地域史を明ら

かにするうえで必要不可欠と思っています。＝各市が協働で歴史を考え、地域への誇りと愛着を育く
む。
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①古代律令国家の成立と国府

ちなみに、なぜ「ムサシ」か？

平川南氏の研究成果から

（武部健一・木下良監修『完全踏破古代の道-畿内・東海道・東山道・北陸道-』吉川弘文館、2004年をもとに作成）
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国特別史跡 平城宮跡 大極殿
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平城京の貴族の邸宅と

国府の宅地はどれくらいか？

三位以上 ４町 ６７,０００㎡

無位 １/６４町 250㎡

４～５位（武蔵国府の国司） １町 １６,０００㎡

平城京

武蔵国府
（荒井1995より）

一つの円の面積＝1,000㎡

（奈良国立文化財
研究所・朝日新聞
大阪本社企画部編
1989『「平城京展』
図録より）
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奈良大学寺崎保広氏の研究（寺崎2013より）
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奈良時代の
武蔵国司
（奈良国立文化財研究所・朝日新
聞大阪本社企画部編 1989『「平
城京展』図録より）

奈良時代の貴族

府中市郷土の森博物館
常設展示室の武蔵国司
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8

う

税を都へ運ぶ人々
（奈良文化財研究所創立５０周年記念 飛鳥・藤原京展』朝日新聞社 2002年 図録より） 8

東国の古代人の大半は、竪穴建物に住み、平安時代まで貧しい暮らしだった。

山上憶良「貧窮問答歌」の大いなる誤解

〔前略〕

天地（あめつち）は 広しといへど 吾（あ）が為は 狭（さ）くやなりぬる日月（ひつき）

は 明（あか）しといへど 吾が為は 照りや給はぬ 人皆か 吾のみや然る わくら

ばに 人とはあるを人並みに 吾も作るを 綿も無き 布肩衣の海松（みる）の如（ご

と）わわけさがれる 襤褸（かかふ）のみ 肩にうち懸け 伏廬（ふせいお）の 曲廬

（まげいお）の内に 直土（ひたつち）に 藁（わら）解き敷きて 父母は 枕頭（まくら）

の方に 妻子（めこ）どもは 足の方に 囲み居て 憂へ吟（さまよ）ひ 竈（かまど）に

は火気（ほけ）ふき立てず 甑（こしき）には 蜘蛛の巣懸（か）きて飯炊（いいかし）く

事も忘れて 鵺鳥（ぬえどり）の 呻吟（のどよ）ひ居るに いとのきて 短き物を 端

截（はしき）ると 云へるが如く 楚（しもと）取る 里長（さとおさ）が声は 寝屋戸（ね

やど）まで 来立ち呼ばひぬ 斯（か）くばかり 術（すべ）無きものか 世間（よのなか）

の道

（『万葉集』巻第５ ８９２番(<岩波日本古典文学大系本より>)
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発掘調査結果から復元した武蔵国府の竪穴建物

壁と扉
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但馬国府（兵庫県豊岡市）の国司と庶民の食事
（『但馬国府・国分寺館展示図録』より）。但馬国正税帳や木簡の記述から復元されたもの

木簡に記された地方からの貢納品として、武蔵国ではフナ、ミソがあります。

11

国史跡・筑後国府跡

国史跡・周防国衙跡

国史跡・下野国庁跡

国史跡・因幡国庁跡 国特別史跡・多賀城跡

国史跡・近江国庁跡

国特別史跡・大宰府政庁跡

12

国特別史跡・秋田城跡

①の続き 国府とは？

12

 国府（こくふ）は、日本の飛鳥時代から平安時代にかけて、令制国の国司が政務
を執る施設が置かれたその国の首都で、古代の政治的都市。

 国府のなかで、国司が政務を執った
国府の中心施設が国庁（こくちょう）。
国庁の周囲は塀などによって方形に
区画されていました。

 国庁の周囲の役所群が国衙（こくが）。
 国庁、国衙周辺のエリア全体を総称して

国府といいます。

 ７４１年（天平１３年）以降、国ごとに国分寺と国分尼寺が建てられることになりま
したが、それ以前から国府機能と密着した付属寺院を持つ国もありました。

 平安時代には国庁のすぐそばに、総社が建てられました。

★国府、国分寺（寺院）、総社（神社）を三位一体で考えていくべきと思っています。
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14
出雲国府（島根県松江市）の復元図 これは『出雲国風土記』から復元したもの

①国庁・国衙
②国司館
③曹司
④正倉院
⑤税所
⑥社（総社）
⑦国厨院
⑧工房
⑨駅家
⑩国府市
⑪国府津
⑫軍団
⑬国学の学校
⑭宿所
⑮郡家
百姓等の民家？

①

②
②

②

③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

山陰道隠岐道

山陰道本道

時期の異なる直線道

⑭

⑮

国府の機能（佐藤2007）
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国府の選地とその共通性

①（原則として）国のなかで、より都に近い立地。

②国と国を結ぶ駅路、国府と諸郡を結ぶ道路網と河川の沿岸などの交通の結
節点という水陸交通の要衝。

③災害（特に津波）に遭いにくい、安全な広い国府域を想定できる立地条件。
＝その国の政治、経済、文化の中心となる古代地方都市で、その国の首都で

あるため。

④在地の有力者が国府を誘致した とか 逆にそれを避けて国府が設置された
わけではない。

（でも、国府の成立を考えるうえで、その設置前夜の地域の政治情勢を考えるこ
とは重要！
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①（原則として）国のなかで、より都に近い位置 全国七道駅路と国府の位置
（武部健一・木下良監修『完全踏破古代の道-畿内・東海道・東山道・北陸道-』吉川弘文館、2004年をもとに作成） 16

②国と国を結ぶ
駅路、国府と
諸郡を結ぶ道
路網と河川の
沿岸などの交
通の結節点と
いう水陸交通
の要衝。

竹村公太郎『日本史の謎は「地形」で解ける』ＰＨＰ文庫、2013年
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陸奥国府・国司館復元図
（宮城県多賀城市館前遺跡）

平城京内・曹司復元建物

③災害（特に津波）に遭いにくい、安全な広い国府域を想定できる立地条件。
＝その国の政治、経済、文化の中心となる古代地方都市で、その国の首

都であるため。
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19国特別史跡 多賀城跡と東日本大震災被害状況
（提供＝多賀城市） 19

古代の災害と復興

貞観大地震 東日本大震災は、平安時代前期の貞観地震による大津波の再来とい

われています。
貞観１１年（869）5月26日（今の暦では7月9日）マグニチュード8.3以上。

■貞觀三陸地震 『日本三代實 』巻十六より

（貞觀十一年五月）廿六日癸未。陸奥國地大震動。流光如晝隱

映。頃之。人民呼。伏不能起。或屋仆壓死。或地裂埋殪。馬牛
駭奔。或相昇踏。城郭倉庫。門櫓墻壁。頽落 覆。不知其數。
海口哮吼。聲似雷霆。驚濤涌潮。泝徊漲長。忽至城下。去海數
十百里。浩々不弁其涯 。原野道路。惣爲滄溟。乘船不遑。登
山難及。溺死者千許。資産苗稼。殆無孑遺焉。
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元慶の大地震と武蔵国分二寺の整備 坂詰秀一2012「元慶二年の地震と武蔵国分寺」『武蔵野』87-1

①関東における９世紀の大地震
平安時代前期の日本列島は、大地震と火山噴火が相次いだ災害の世紀（年表）
弘仁九（818）年七月の関東諸国大地震

相模、武蔵、下総、常陸、上野、下野等の内陸地震（特に北関東）
マグニチュード７・５と推定

元慶二（878）年十一月の関東南部大地震
相模、武蔵特に被害甚大。伊勢原断層が震源地とされる
マグニチュード７・４と推定

②武蔵国分寺の整備
堂塔の消長 創建期（８世紀中頃）
＝塔１、金堂・講堂・中門・南門・鐘楼ほかが建立

再建期（通説・『続日本後紀』承和12（845）年条との関係で９世紀中頃）
＝塔１、金堂・鐘楼は修補、講堂・中門は再建、塔２は下部構造のみ完成

●創建期と再建期の堂塔存続時期は、瓦の年代観による
●塔再建の瓦窯は、新久・八坂前を中核とする東金子窯跡群

⇒再検討
金子窯跡群出土瓦に10郡の郡名瓦があること＝再建時も武蔵１０郡の参画協力があった

＝塔再建を願い出た壬生吉志福正（前男衾大領）の「造彼塔」とは、次元を異にする武蔵国を挙
げての工事

壬生吉志福正の「造彼塔」は、塔２．創建塔の回禄被災の修復ではなく、新たな「造塔」であった。
未完成。
●９世紀の武蔵国分二寺の伽藍工事は、創建期に匹敵する大工事
⇒元慶二（878）年の大地震（結論） 21

21

上野

下野

武蔵

常陸

下総

上総

相模

弱い

地元重視

坂東の飛鳥時代の古墳と駅路・国府（江口2014より）

④在地の有力者が国府を誘致した とか 逆にそ
れを避けて国府が設置されたわけではない。

強い

22

利根川

荒川
入間川

多摩川

鶴見川

② なぜ武蔵国の国府が、府中市に置かれたのか？
ア 武蔵国府設置前夜
古墳・集落・生産基盤から
(a)群集墳と首長墓の分布

７世紀中葉に大きな画期
(b)継続的な集落形成の条件

その基盤となる土地と生産
手段の選択が重要

(c)集落の分布と変遷
７世紀後半急激な増加
集落の再編 背景は？

（ａ）群集墳と首長墓の分布（右：江口2014より）
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多摩川中流域左岸の古墳（群）と集落の分布図（江口2014より）

(b)継続的な集落形成の条件
その基盤となる土地と生産手段の選択が重要

年　代

715

首長墓
熊野神社古墳

群集墳

　調布市飛田給古墳群～府中市白糸台古墳群

　調布市下布田古墳群～調布市上布田古墳群

　府中市高倉古墳群

　府中市御嶽塚古墳群～国立市下谷保古墳群

　国立市青柳古墳群

集落

　上ケ給遺跡

　染地遺跡

　下布田遺跡・上布田遺跡

　下石原遺跡・上石原遺跡

　飛田給遺跡

　武蔵国府関連遺跡清水が丘地域・白糸台地域

　武蔵国府域

　南養寺・仮屋上遺跡

                        図２　多摩川中流域左岸の古墳群と集落・国府域消長図
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国史跡 石のカラト古墳

福島県白河市野地久保古墳

静岡県沼津市清水柳北２号墳

上円下方墳の分布

国史跡 武蔵府中 熊野神社古墳
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イ ７世紀末から８世紀初頭に武蔵国の国府が成立

★国府は、天武朝後半期（683～685年）に国境が確定し、中央集権的な地方
支配を推し進めるため、中央から派遣された国司が常駐するために、国郡制と
の関わりのなかで、独立した官衙施設として７世紀末から８世紀初頭頃までに
諸国に設けられたとする大橋泰夫氏（大橋2005・2011）の説を支持。
＝平城京遷都（710年）以降ではなく、藤原京成立（694年）の影響を考える。

○国府域は、奈良時代以降ほど稠密さはないものの、７世紀末から８世紀初頭
頃には、突如として、東西約2.2㎞、南北約1.5㎞の範囲に及ぶ。この段階で、
段丘崖から約１㎞も段丘内部に竪穴建物跡が進出し、大型井戸も掘削されて
いる（インフラが整備されている）こと。⇒ふちゅう地下マップ

○武蔵国府跡以外の一般集落遺跡では、ほとんど出土しない口径17㎝以上の
大型丹塗り盤状坏が広範囲で出土していることは、すでに律令体制下の国府
整備に向けた確実な動きがこの段階に見られることを裏付ける。

26
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国史跡武蔵国府跡（御殿地地区）

大國魂神社

８世紀前葉に成立する国衙を遡る初期国衙は未発見ながら、初期国司館（国宰
所）が初期国庁の機能を兼ね備えていた可能性も考えられることからも、この段階
を国府成立期とできる。

？

館

出土した鍍金帯金具

27



28
武蔵国府域の空間構成（江口2014より）

武蔵国府域は、竪穴建物跡、掘立柱建物跡、区画溝、道路跡などの主要な遺構とその時期的推移及び墨書土器・円面硯などの遺物の分布

から、国衙を基点とした道路網が形成され、官衙ブロックが散在しながら、国府域が面的に連続することが明らかになっている。

百姓等の民家

国庁・国衙

国司館

曹司正倉院
税所

工房

社

総社

国厨院

駅家

国府市

国府津

軍団

政所

郡家寺
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古代の府中の人口は？

●古代の人口

９世紀頃の日本の推定人口＝約600万人（澤田吾一1927）

平城京は約５～10万人。相模＝約10万人。武蔵＝約13万人。

●武蔵国府の人口（ふちゅう地下マップ）

・武蔵国府域で時期の特定できる竪穴建物数は、全体で約4,050棟

・奈良時代前期、８世紀前葉＝234棟

・国府域全体約2,000,000㎡÷調査対象面積約342,800㎡＝国府域全体の約17％

・奈良時代前期の竪穴建物234棟÷17％は、1,376棟

⇒奈良時代前期の武蔵国府には1,300棟×αの人口がいたことになります。

●参考

「養老五年（721）下総国葛飾郡大嶋郷戸籍」(東大寺正倉院文書)

葛飾郡内の甲和里、仲村里、嶋俣里の三里全体で1,200人程の人口

⇒奈良時代前期の武蔵国府には、一里（郷里制下の一郷）を超える人口が集

中していた。
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◆なぜ、武蔵国の国府が府中市に置かれたのか？

ア 国府の管理・運営を在地の有力者（後の郡司層）に任せられる
だけの下地が整っていたこと。７世紀中頃の大きな変換も影響が
なかったとは言えない。

イ 武蔵国のなかで、南から見て都に近い立地。宝亀二年 （771
年）以前から東海道武蔵路（相模・武蔵連絡路）はできていた。

ウ 駅路（東山道武蔵路）、伝路（武蔵国府と諸郡を結ぶ道路網）
と多摩川の交通の結節点という水陸交通の要衝。

エ 災害（水害）に遭いにくい、安全な広い国府域を想定できる立
地条件。多摩丘陵を越えて、多摩川を渡った最初の段丘面。

＝武蔵国の政治、経済、文化の中心となる古代地方都市で、その
国の首都。

★まだほかにも理由があります⇒後半へ。
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多摩川

武蔵国府（と国分寺）の地理的特徴（武蔵国府跡（国衙地区展示館パネルより）

多摩丘陵

沖積低地

ハケ

府中崖線

ハケ

国分寺崖線
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中野区
杉並区

世田谷区

西東京市
東久留米市

清瀬市

③考古学から明らか
にできる古代の多摩
郡と郷の実態

●水系から集落のま
とまりをとらえる。

古代の多摩郡とは？
素朴な疑問から

古代の
国＝６８
郡＝５９１（延喜式）
里（のち郷）
＝武蔵国で１１９

ちなみに現在は
平成26年＝1,741
平成13年＝3,447

（左図 江口2014より）
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『和妙類聚抄』

小川郷：あきる野市小川周辺

川口郷：八王子市川口周辺

小楊郷：国立市青柳周辺

小野郷：多摩市小野神社周辺

新田郷：調布市調布ヶ丘周辺
（布多天神社）、杉並区高円寺
周辺

小嶋郷：調布市域（小島町）周辺

海田郷：世田谷区鎌田周辺、羽
村・青梅市・奥多摩町一帯、
杉並区天沼周辺

石津郷：日野市石田周辺

狛江郷：狛江市駒井周辺

勢多郷：世田谷区勢田周辺

『日本霊異記』・『今昔物語集』

鴨里：昭島市大神周辺

古代多磨郡の１０郷（従来案）

小野 1997より
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多磨郡の郷の分布（これまでの案）

深澤（２００２）

河野（２００７）

34
分析対象とした多磨郡の集落遺跡 （発掘調査報告書で竪穴建物の年代が特定できる資料が公になっている

335遺跡、対象面積約292万㎡、竪穴建物数約10,400棟の竪穴建物の時期別推移を集計 江口2014より）
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多摩丘陵

境川

恩田川
鶴見川

奈良川

真光寺川

片平川
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■Ⅰ期：７世紀中葉～後葉
■Ⅱａ期：７世紀末～８世紀初頭
■Ⅱｂ・ｃ期：８世紀第２四半期前半
■Ⅱｄ期：８世紀第２四半期後半
■Ⅲ期：８世紀第２四半期後半～第３四半期初頭
■Ⅳ期：８世紀第３四半期
■Ⅴ期：８世紀第４四半期～９世紀第１四半期前半
～断絶～
■Ⅵ期：９世紀第４四半期
■Ⅶ期：10世紀前半

すぐじ山遺跡

すぐじ山下遺跡

飛鳥時代～奈良時代にピークがある。平
代前期に一時断絶後、平安時代中期に
るが減少。報告書をもとに江口作成
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飛鳥時代終わり～奈
良時代前半にかけて
の律令体制成立期
に集中的に営まれた
集落。
報告書をもとに江口作成
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表１　町田市とその隣接地域における古代集落竪穴建物跡の推移

6末～７
初

前
半

中葉～
後葉

前
葉

中
葉

後
葉

前
葉

中
葉

後
葉

前
葉

中
葉

後
葉

1 法政大学多摩校地遺跡群 1 1 1 6 4 5,000 21 4.2

2 武蔵岡遺跡 1 2 1 43 －

3 境遺跡 2 3 －

4 相原坂下遺跡 10 5 17 －

5 多摩ニュータウン№313遺跡 5 2 1 1 2 10,700 14 1.3

6 多摩ニュータウン№327･329･330遺跡 12 27 3 3 11,100 58 1 5.2

7 多摩ニュータウン№247・248遺跡 3 13,000 6 0.5

8 多摩ニュータウン№339遺跡 2 2 1 22,100 10 3 0.5

9 多摩ニュータウン№243・244遺跡 5 3 5 5 1 2 2 1 3 1 16,400 34 2.1

10 多摩ニュータウン№918遺跡 3 3 1 8,150 7 0.9

11 久保ケ谷戸遺跡 1 5 6,784 9 1.3

12 小山田遺跡群 2 2 1 3 7 8 2 3 50,110 44 0.9

13 山崎西遺跡 1 3 318 8 25.2

14 すぐじ山遺跡 2 2 4 2 1 3,000 15 5.0

14 すぐじ山下遺跡 13 6 5 7 1 2 2,688 37 1 13.8

15 野津田上の原遺跡 3 1 1 17,500 5 0.3

16 綾部原遺跡 1 2 2 1 1 2 8,840 12 1.4

17 大蔵春日神社遺跡 6 15 7 5 4 5 2 5 2 6,500 58 5 8.9

18 川島谷遺跡群 3 6 9 3 1 3 3 5,800 48 1 8.3

19 金井・関山遺跡群 13 －

20
金井・中央土地区画整理事業用地内遺跡
（金井町５丁目）

1 3 875 4 4.6

21 金井原遺跡群 72,000 28 0.4

22 大蔵住吉遺跡 6 2 1 9 －

23 鶴川遺跡群 6 5 3 14 －

24 真光寺・広袴遺跡群 2 1 4 －

25 能ケ谷遺跡 2 2 －

26 椙山神社北遺跡 6 236 24 101.7

27 宮之前遺跡 1 26 3 115.4

28 三輪町台遺跡 3 53 3 56.6

29 三輪南遺跡群 4 2 10 2 2 35,976 20 1 0.6

30 忠生遺跡群Ａ地区Ａ-２地点 4 7 3 3 2 30,500 62 46 2.0

31 木曽中学校遺跡 1 3 1 5,140 5 4 1.0

32 都市計画道路３・４・３２号線遺跡 2 2

33 木曽森野遺跡 36 17 1 2 1 47,359 61 21 1.3

34 木曽森野６丁目遺跡 2 630 2 3.2

35 成瀬西遺跡群 1 1,642 1 0.6

36 金森・高ヶ坂地区遺跡 1 1 －

37 なすな原遺跡 7 9 35 2 3 1 1 4 3 4 45,000 93 45 2.1

38 奈良地区遺跡群受地だいやま遺跡 1 4 7 11 4 2 4 9 2 2 4 2 144 19 －

39 奈良地区遺跡群能ケ谷東遺跡 1 1 －

40 橋本遺跡 2 2 1 2 2 4 2 40,000 19 21 0.5

41 矢掛・久保遺跡 3 3 5 8 5 6 9,000 30 3.3

42 古淵Ｂ遺跡 1 1 2 5,900 5 0.8

小計 26 90 100 81 63 57 37 32 43 48 33 19 482,327 999 168 2.1

№ 遺跡名 面積
ＳＩ
数

ＳＢ
数

ＳＩ数
／1000㎡

７世紀 ８世紀 ９世紀 １０世紀
平安時代に集落
が出現するもの

古墳時代から飛
鳥時代で集落が
途絶えるもの

古墳時代で集落が途
絶え、平安時代に復活
するもの

飛鳥時代から平安時
代まで集落が継続する
もの

飛鳥時代から奈良時
代中頃までに集落が
見られるもの

奈良時代から平安時代
に集落が継続するもの

断続的に集落が出現
するもの
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表の推移を分布図に示したもの

平安時代に集落が出現するもの

古墳時代から飛鳥時代で集落が途絶えるもの

飛鳥時代から平安時代まで集落が継続するもの

古墳時代で集落が途絶え、平安時代に復活するもの

飛鳥時代から奈良時代中頃までに集落が見られるもの

奈良時代から平安時代まで集落が継続するもの

断続的に集落が出現するもの

駅路(東海・東山連絡路)７世紀後半～８世紀末

伝路(国府郡衙連絡路)

駅路(東海
道)９世紀
初頭～10
世紀代

駅路(東海・
東山連絡路)
９世紀初頭
～10世紀代

キーワード
＝河川、交通、森林資源（移住）
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表２ 各地域の竪穴建物時期別推移

７世紀ピーク
型

７世紀ピーク
型

８世紀前葉

９世紀前・中葉ピーク
型

７世紀後半～

８世紀中葉ピーク
型

７世紀後半～

８世紀中葉ピーク
型

７世紀後半～

８世紀中葉ピーク
型

８世紀中葉・

９世紀中葉ピーク
型

８世紀中葉・

９世紀中葉ピーク
型

８世紀中葉以降増加
型

９世紀後半ピーク
型

ピーク一定周期
型

ピーク一定周期
型

◆地域でピークに差がある。
７世紀ピーク型＝あきる野市周辺地域・八王子市周辺地域
７世紀後半～８世紀中葉ピーク型＝調布市周辺・狛江市周

辺・町田市周辺地域
８世紀前葉・９世紀前・中葉ピーク型＝武蔵国府域
８世紀中葉・９世紀中葉ピーク型＝日野市周辺・稲城市周辺

地域
８世紀中葉以降増加型＝武蔵国分寺周辺地域
９世紀後半ピーク型＝昭島・立川・国立市周辺地域
ピーク一定周期型＝多摩市周辺・世田谷区周辺地域

◆継続して営まれる中核的集落がある地域
とそうでない地域がある。
○中核的集落が継続して営まれる地域
八王子市周辺地域（中田遺跡、船田遺跡）
日野市周辺地域（南広間地遺跡）
多摩市周辺地域（落川・一の宮遺跡）
稲城市周辺地域（堅台遺跡）
調布市周辺地域（下石原遺跡）
狛江市周辺地域（弁財天遺跡、古屋敷・相之原遺跡）

○中核的集落が継続して営まれない地域
あきる野市周辺地域
昭島市・立川市・国立市周辺地域
世田谷区周辺地域

◆この違いの理由？
⇒古墳時代後期から飛鳥時代の古墳の分布

と集落の時期別推移によって理解できる。
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★

★

★ ★

★

★
★

★

★

★

多摩川流域の古墳時代後期～終末期の主要古墳・横穴墓分布図
東京都教育委員会2013『文化財の保護』第45号 特集「東京の終末期古墳」より

★

★

★＝切石積石室の古墳

★

狛江市猪方小川塚古墳
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◆有力墳である切石積横穴式石室墳が後に中核的集落が継続する地域とほぼ重

なっている地域

・八王子市周辺地域＝北大谷古墳

・多摩市周辺地域＝稲荷塚古墳、臼井塚古墳

・調布市周辺地域＝天文台構内古墳

・狛江市周辺地域＝大蔵１号墳

◆日野市周辺地域＝有力墳がない＝多摩川と浅川の合流する交通上の結節点

（関2004）。

◆稲城市周辺地域＝有力墳がない＝７世紀中葉以降に集落が出現しているため

◆中核的集落が継続して営まれない地域

・あきる野市周辺地域＝７世紀をピークに集落が激減。他地域に比べ流動性が高い。

・昭島市・立川市・国立市周辺地域＝８世紀中葉に集落が出現している。

★有力墳＝７世紀半ば、基盤やネットワークを異にする複数の集団と首長が

存在。後の郡司層クラスにあたる地元の有力豪族。（平野2012）

ただし、武蔵府中熊野神社古墳被葬者とその他は別出自と考えています。
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武蔵野

入間郡

古代多磨郡の郡境と郷域の復元図 （江口2014より）

東の上●

□□
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◆小川郷（あきる野市周辺）

川口郷（八王子市西部周辺）

小野郷（多摩市・八王子市東部周辺）

小楊郷（日野市周辺）

古代多磨郡の１０郷（江口試案）

◆狛江郷（狛江市周辺）

勢多郷（世田谷区周辺）

小嶋郷（調布市周辺）

多摩川右岸 【多上】

多摩川左岸 【多下】
国府設置後の新規設置郷

◆石津郷（国府津＝国府域とその東部周辺）

新田郷（稲城市周辺）

海田郷（国府域西方から国立・立川・昭島市
周辺）

荒井氏＝郷は五十戸を基準とする人間集団で領域

区画を持たない。

鬼頭氏＝編戸を基準とする人為的に作られた行政

的組織。

山口氏＝郡内を五十戸一里の里に編成する作業は

郡司（在地の伝統的首長）主導で行われた。

●江口は、集落＝「ムラ」＝生活基盤のまとまりを郷を

とらえ、ある程度の広がりの認識はあったとする。
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多磨郡の集落遺跡と郷の領域変遷図（Ⅳ期～Ⅵ期）多磨郡の集落遺跡と郷の領域変遷図（Ⅰ期～Ⅲ期）
（両図ともに江口2014より） 46

◆考古学からとらえる古代の多磨郡の領域と郷のあり方

現代に生きる私たちは、自己の居住地がどこの市町村に属し、その境がどこ
までか、地図などを使って容易に把握することが出来るし、日常生活の行動範
囲も、市町村境を越えて広がっている。

しかし、古代の人々は、自然地形等をもとに、例えば誰もがわかる山や川など
が郡の境界として認識され、その境界は、よほど顕著な河川などがない限り、観
念的な空間領域として意識されていた。⇒河川水系ごとに集落をとらえる。

①古代多磨郡の郡域
多摩川とその支流の水系ごとに集落が分布していること、武蔵国分寺以北に

は広大な「武蔵野」が広がっていることから、設定。このように考えれば、決して
多磨郡は広大な郡域のなかに集落が散在するのではなく、郷域ごとにまとまり
をもった地域だったことがわかる。

②古代多磨郡の郷名比定とその範囲
●国府成立直前の飛鳥時代
多摩川右岸＝小川、川口、小楊、小野、新田
多摩川左岸＝小嶋、狛江、勢多
●国府成立後の奈良時代⇒国府周辺に多くの人口が集住⇒新規に郷を設置
国府近傍＝石津、海田を新設。
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多磨郡の領域は、河川水系と広大な武蔵野（原野）に基づいて設定された。

郷の範囲は、多摩川を中心とした水系とその周辺の沖積低地及び谷間に展
開する集落が根拠になっていた。

武蔵国府は、前半で述べたように、マクロ的な視点では水陸交通の要衝に
設置されたが、国府所在郡というミクロ的な視点では、７世紀後半から８世
紀初頭にかけて、多磨郡の上下の地域編成の境界付近（上下二分割の中
間地帯に置かれたともいえる。

⇒なぜか？

飛鳥時代から奈良・平安時代前期は、律令国家体制の成立から確立期にあ
たり、地方の支配体系も中央集権体制へと大きな変化を遂げた時代であった。
律令国家は、古墳時代まで続いた地域社会構造の解体と、官僚支配体制の確
立を目指したので、その政策に伴い、各地域で新たな開発に伴い、集落の再編
成が行われた。そのひとつの大きな要因として、地域支配の拠点である国府の
建設といった国家的レベルの開発事業に関わる労働力確保とその維持・管理
を目的とした集落の再編があった。

国府の建設から維持・管理には、国司主導のもと、郡司層クラス（在地の有力
者）の協力が欠かせなかったから＝国府とその所在郡を一体的に考える。
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